
肥
後
図
宇
土
郡
轟
村
宮
荘
貝
塚
護
掘
報
告

文
事
博
士

榊漬

田

政耕

職作

原

第

章

議

掘

第

節

貝

塚

の

状

育邑

〔
闘
版
第
三
四
l
第
三
六
〕

肥

後

園

宇

土

郡

轟

村

貝

塚

は

轟

清

泉

の

所

在

地

な

る

大

字

宮

f

荘
村
落
の
東
南
に
在
り
。
西
方
丘
陵
の
麓

狭

少

な

る

洪

積

層

肇

地

の

東

南

じ

延

び

て

、

沖

積

層

卒

地

仁

接

す

る

隅

角

は

、

却

も

吾

人

の

費

掘

を

試

み

た

る

地
賠
な
り
ざ
す
。
小
字
を
洲
崎
さ
名
く
。

此
の
世
山
積
憂
地
は
沖
積
層
の
平
野
よ
り
高
き
こ
さ
僅
に
六
七
尺
の
み
。
今
ま
蓋
地
の
端
を
な
せ
る
鹿
は
、
補

断

崖

放

を

呈

す

る

も

の

あ

り

さ

雄

も

、

是

れ

漸

究

陵

夷

開

墾

せ

る

じ

よ

る

も

の

に

し

て

、

往

古

は

緩

傾

斜

を

以

て

之

じ

接

績

せ

る

も

の

な

る

こ

さ

想

像

に

難

か

ら

令

。

此

の

断

層

面

に

於

い

て

貝

殻

層

は

地

表

下

約

五

寸

を

以
て
始
ま
り
、
厚
さ
蹴
む
二
尺
に
達
せ
り
。
貝
塚
の
庚
表
は
之
を
明
に
す
る
こ
さ
容
易
な
ら
ざ
る
も
、
北
は
桑
畑

を

越

b
て

宇

土

町

に

至

る

道

路

に

至

る

ま

で

貝

殻

の

散

布

す

る

あ

り

。

業

の

道

路

の

牽

地

を

降

る

地

勤

仁

接

し

て

存

在

せ

る

穿

井

を

窺

ふ

仁

、

な

ほ

貝

層

の

前

記

断

崖

に

於

け

る

さ

略

ぼ

同

様

の

朕

態

に

存

す

る

を

知

れ

六
五



R 

掘

六
六

り
。
叉
た
西
方
は
一
民
家
の
屋
後
仁
貝
層
の
露
出
す
る
も
の
あ
か
。
此
等
の
事
貫
に
よ
り
て
考
ふ
る
に
少
く
て

も

本

貝

塚

は

約

一

町

平

方

に

近

く

携

が

れ

る

も

の

な

る

こ

さ

を

想

像

せ

し

む

。

本
貝
塚
の
東
方
沖
積
層
の
帯
地
を
越
ね
て
、
古
へ
の
城
山
の
圧
陵
の
筆
ゆ
る
も
の
あ
り
。
葉
の
西
麓
沖
積
卒

地

よ

り

高

さ

約

十

数

尺

の

地

黙

仁

於

い

て

断

崖

肢

を

呈

せ

る

一
線
あ
り
。
此
の
地
鮎
仁
貝
殻
層
の
露
出
し
て

業

の

厚

十

尺

に

及

ぶ

も

の

あ

る

を

見

る

。

こ

れ

亦

た

貝

塚

な

る

こ

さ

は

土

器

破

片

の

伴

出

す

る

を

以

て

疑

ふ

可
か
ら
や
，
。
然
れ
ざ
も
此
の
地
勤
さ
前
述
の
宮
ノ
症
貝
塚
さ
は
、
元
さ
接
績
せ
る
一
貝
塚
な
り
し
ゃ
否
や
。
吾
人

は

葉

の

地

形

さ

沖

積

帯

地

の

上

じ

貝

殻

の

存

在

せ

ざ

る

事

貫

よ

り

し

て

、

元

来

互

仁

濁

立

せ

る

接

近

貝

塚

記

り
し
こ
さ
を
信
ゃ
ん
さ
欲
す
。

本
貝
塚
の
皐
界
仁
現
れ
し
は
何
時
仁
始
ま
れ
る
か
。
或
は
言
ふ
、
明
治
十
四
年
の
頃
モ

1
Y
ス

博

士

の

踏

査

を

経

た

り

さ

。

未

だ

其

の

確

た

る

を

知

ら

ざ

る

も

、

早

く

よ

り

地

方

人

士

閉

じ

石

器

の

散

布

地

ざ

し

て

知

ら

れ

た

h
し

が

、

大

正

六

年

五

月

京

都

帝

国

大

串

数

授

醤

皐

博

士

鈴

木

文

太

郎

氏

は

熊

本

牒

属

矢

野

寛

氏

の

東

道

じ
よ
り
て
本
貝
塚
を
調
査
し
、
其
の

一

部

を

試

掘

し

て

人

骨

三

排

を

得

ら

れ

た

る

は

、

質

仁

轟

貝

塚

の

人

骨

を

包

戒

す

る

を

明

に

せ

ら

れ

た

る

鴨

矢

な

り

ざ

す

。

京

都

帝

国

大

串

助

教

授

墜

事

博

士

清

野

謙

究

氏

は

乃

ち

余

じ

謀

る

に

本

貝

塚

の

稜

掘

を

再

び

し

、

鈴

木

博

士

の

企

固

を

縫

承

せ

ん

こ

さ

を

以

て

せ

ら

れ

た

る

を

以

て

、

更

に

余

等

は

熊

本

牒

麗

史

蹟

調

査

曾

さ

提

携

し

て

遂

に

大

正

八

年

十

二

月

費

掘

を

遂

行

す

る

に

至

れ

b
。〈漬岡〉

【詮】
(

1

)

明
治
十
四
年
頃
モ
ー
ル
ス
の
此
の
貝
塚
か
訪
問
ぜ
し
、
、
芝
、
角
田

政
治
君
「
熊
木
勝
誌
」
(
大
正
六
年
)
宮
市
二
七
三
頁
に
見
ゆ
る
の
み
。

(

Z

)

本
報
管
舎
第
二
冊
鈴
木
博
士
「
河
内
園
府
及
肥
後
轟
に
於
げ
志
人

骨
の
俊
見
込
報
し
、
及
ぴ
日
本
石
器
時
代
住
民
に
及
ぶ
』
及
ぴ
人

綴
事
雑
誌
第
三
十
三
倉
第
三
波
「
肥
後
&
貝
坂
河
内
道
明
寺
等
に

て
後
掘
ぜ
る
人
骨
に
就
て
」
参
照
。



第

二

節

1愛

掘

の

手亙

過

〔
圃
版
第
三
六
1

第
三
九
〕

十

二

月

十

六

日

余

等

の

轟

村

宮

ノ

症

に

到

着

す

る

や

、

金

田

岩

太

氏

の

好

意

仁

よ

り

其

の

邸

宅

仁

滞

在

す

る
の
便
宜
を
得
、
先
づ
貝
塚
の
地
形
を
踏
査
し
、
骨
て
鈴
木
博
士
の
費
掘
を
試
み
ら
れ
た
る
束
南
隅
に
接
近
せ

る

I

E
、
及
び

E
匝
を
費
掘
す
る
の
有
望
な
る
を
認
め
、
十
七
日
よ
り
後
掘
仁
着
手
せ
り
。
人
夫
は
平
均
五
人
を

使
役
し
、
一
区
域
の
接
掘
進
行
し
て
、
貝
屠
に
達
し
、
人
骨
じ
遭
遇
す
る
や
主
ざ
し
て
清
野
博
士
等
の
手
仁
よ
り

て
精
査
し
、
人
夫
を
し
て
隣
接
匝
域
を
接
掘
し
.
其
の
泥
土
は
努
め
て
低
調
査
の
窪
慮
を
埋
設
す
る
の
用
じ
供

せ
し
め
た
り
。
郎
も
ベ
ト

9
1
致
授
の
所
謂
「
順
掘
り
」
式
方
法
を
可
成
的
に
臆
用
せ
る
も
の
な
り
。

貝
塚
の
表
面
は
地
表
下
約
七
寸
は
耕
作
土
じ
し
て
、
少
許
の
貝
殻
を
交
へ
た
る
が
、
以
下
二
尺
僚
は
密
買
な

る
貝
殻
の
屠
を
な
し
、
其
以
下
は
黒
土
層
に
し
て
何
等
遺
物
を
交
へ
十
。
き
れ
ば
就
寝
掘
比
較
的
困
難
な
ら
子
。
先

づ

I
匝

じ

於

い

て

散

凱

せ

る

第

一

競

人

骨

及

び

第

二

競

乳

児

の

人

骨

を

接

見

し

、

E
匝

の

隅

角

仁

於

い

て

貝

輸

を

上

臆

仁

骸

装

せ

る

人

骨

を

接

見

せ

b
。
こ
は
頭
蓋
を
快
損
せ
る
も
、
他
の
諸
部
は
比
較
的
良
好
仁
残
存
せ

り。
E
匿
じ
於
い
て
は
何
等
得
る
所
な
か
り
き
。
第

F
匿

じ

於

い

て

は

第

四

競

以

下

第

七

競

の

四

箇

排

を

費

見

せ
る
が
、
就
中
第
六
競
は
第
五
競
の
下
層
に
存
在
せ
る
は
異
例
な
り
ざ
す
。
第
司
直
は
第
宵
匝
よ
り
も
克
仁
密

集

せ

る

第

九

競

以

下

第

十

六

就

に

至

る

八

箇

弊

の

人

骨

あ

り

。

就

中

第

十

競

第

十

六

競

等

を

以

て

最

も

完

好

ざ
す
可
き
も
、
他
は
多
く
不
完
全
な
る
も
の
じ
過
ぎ
子
。
V
匿

に

於

い

て

は

僅

仁

乳

児

の

遺

骨

を

接

見

せ

る

の

み
じ
て
、
第
四
直
に
於
い
て
は
何
等
得
る
所
な
か
り
き
。

菩
人
は
町
刊
雨
匝
仁
於
け
る
人
骨
の
豊
宮
な
る
を
認
め
、
此
の
地
匝
に
接
近
し
て
。
直
角
じ
西
北
仁
延
長
せ

肥
後
岡
宇
土
郡
轟
村
宮
湛
貝
塚
品
目
調
報
告

六
七



~ 

掘

六
八

る
市

E
南
匿
の
接
掘
を
試
み
し
が
、
前
者
に
は
第
十
七
競
、
後
者
仁
は
第
十
八
競
の
各
一
箇
鉢
を
接
見
し
た
る

の
み
に
し
て
、
夏
仁
玄
匡
に
於
い
て
は
全
く
何
等
の
遺
物
を
費
見
せ
ぎ
り
き
。
蕊
に
於
い
て
方
向
を
轄
じ
亙
匝

の
就
寝
掘
を
試
み
し
が
、
此
の
方
面
に
於
い
て
も
遂
に
得
る
底
無
く
、
一
先
づ
這
回
の
費
掘
を
終
了
せ
る
は
十
二

月
二
十
三
日
な
り
き
。

石
器
及
土
器
の
破
片
等
は
貝
暦
及
び
表
土
中
に
混
在
し
、
敢
て
特
殊
の
存
在
朕
態
の
記
す
可
き
も
の
無
く
、

人
骨
は
屈
葬
な
る
も
、
業
の
方
向
は
一
定
せ
る
も
の
あ
る
を
見
守
。
石
器
土
器
等
じ
関
し
て
は
後
節
之
を
記
す

所
あ
り
、
人
骨
仁
関
す
る
記
述
さ
考
察
は
之
を
清
野
博
士
の
記
載
じ
譲
り
て
省
略
す
。
貧
困
)



第

ニ企主

早・

否姿

掘

の

、主包

主墨

物

第

節

石

若ま

〔
闘
版
第
四

O
l第
四
二
〕

今
回
費
掘
せ
る
石
器
類
は
主
、
の
数
量
に
於
て
必
や
し
も
多
し
さ
言
ふ
を
得
令
。
其
の
種
類
は
石
鉄
、
石
匙
、
磨

製
及
打
製
石
斧
、
砥
石
英
の
他
不
明
の
三
角
形
石
器
等
な
り
ざ
す
。
此
等
石
器
の
石
質
じ
関
し
て
は
、
之
を
本
皐

教
授
理
皐
博
士
比
企
忠
氏
の
鑑
定
を
請
ひ
、
其
の
示
散
を
恭
ふ
せ
え

石
鉱

(
イ
)

石
器
中
最
も
多
数
じ
し
て
吾
人
の
蝿
目
採
集
せ
る
も
の
十
五
個
あ
り
。
更
に
精
細
仁
砂
土
を

検
索
す
れ
ば
術
ほ
多
く
の
敷
を
得
ペ
か
り
し
な
ら
む
。
業
形
式
は
悉
く
無
柄
じ
し
て
有
柄
の
も
の
を
得
令
。
而

か
も
葉
の
形
式
三
角
形
に
し
て
業
凹
底
は
雨
脚
肢
を
な
す
も
の
最
も
多
く
、
其
の
中
唯
だ
二
個
は
形
長
く
し

て
、
二
は
雨
脚
部
左
右
じ
提
出
し
、
一
は
較
々
内
方
に
轡
曲
し
、
製
作
亦
た
精
巧
な
る
を
見
る
。
石
質
は
砂
岩
(
E
E
l

Ez--¢
)
六
個
、
他
は
黒
曜
石
(
。
g
E
Z
U
)
な
り
。
黒
曜
石
中
色
淡
く
し
て
一
見
熔
石
仁
似
た
る
も
の
あ
れ
ざ
、
比
企
博

士
の
言
仁
従
へ
ば
、
肥
前
地
方
仁
は
斯
の
如
き
黒
曜
石
を
産
す
る
慮
あ
り
さ
云
ふ
。
此
等
石
搬
を
本
邦
他
地
方

の
そ
れ
さ
比
較
す
る
仁
、
業
の
大
き
普
通
に
し
て
、
製
作
亦
た
前
記
二
例
を
除
き
必
す
し
も
精
巧
な
り
さ
云
ふ

を
得
さ

石・る
匙・如
し

大
小
玉
箇
を
敷
ふ
。
形
式
は
之
を
竪
形
及
び
横
形
の
二
仁
別
つ
可
く
前
者
(
調
唯
一
緒
)
は
大
形
仁

し
て
硬
質
砂
岩
の
薄
き
自
然
の
破
片
、
若
し
く
は
打
裂
片
の
南
面
じ
加
工
し
瓦
及
把
手
は
比
較
的
厚
く
、
他
の

部
分
は
薄
き
を
見
る
。
後
者
(
調
品
川
)
は
前
者
に
比
し
て
、
其
の
製
作
精
巧
仁
し
て
稽
々
厚
〈
亘
つ
小
形
な
る
を

( 

ロ

肥
後
図
字
土
郡
轟
村
宮
湛
員
塚
昌
也
掘
報
告

六
九



官苦

掘

の

遺

物

七。

注
意
す
可
〈
、
就
中
最
小
な
る
は
幅
九
分
五
厘
に
し
て
、
這
種
例
品
中
寧
ろ
珍
ざ
す
可
し
。
(
岨
城
市
)
石
質
は
内
二

個
は
硬
質
砂
岩
、
一
箇
は
黒
曜
石
な
り
。
(
崎
北
山
一)

此

等

雨

形

式

の

石

匙

は

其

形

賦

及

び

製

作

に

於

い

て

多

少

の
差
異
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
葉
の
用
途
に
於
レ
て
も
亦
た
多
少
の
匝
別
あ
り
し
も
の
じ
非
ぎ
る
か
。

打
製
石
斧

三
個
あ
り
。
石
質
仁
依
h
J
区
別
す
れ
ば
、
蛇
紋
岩
(
由
2
・
官
三
宮
0
)

一
箇
。

(岨

4
3
砂
岩
二
箇
(
胤

(

A

)

 

川
)
に
し
て
何
れ
も
中
形
の
粗
製
品
に
麗
し
、
努
形
を
帯
び
南
面
よ
り
打
裂
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
。
中
一
個
は

属
卒
楕
固
形
な
る
河
原
石
を
取
り
来
り
て
、
忍
の
部
分
の
み
葉
の
一
方
の
雨
面
を
打
も
快
き
た
る
は
、
頗
る
簡

軍
な

る
製
法
を
示
し
て
面
白
し
。
(羽
上
)

磨
製
石
斧

( 

ー一) 

六
箇
中
之
を
形
式
に
従
っ
て
分
類
す
れ
ば
、
略
ぼ
四
さ
な
す
を
得
ぺ
し
。
第
一
者
は
蛇
紋

岩
を
以
て
し
、
狭
長
な
る
撃
形
じ
近
き
形
式
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
蛤
丸
を
呈
し
南
面
よ
り
磨
研
し
た
り
。

(叩

4
3
第
三
者
は
二
個
あ
り
。
実
の
「
は
粘
板
質
砂
岩

2
4
E
H
H
E
E
5
)
を

以

て

作

れ

る

頗

る

大

形

の

も

の

じ
し
て
長
さ
五
寸
九
分
、
幅
二
寸
六
分
、厚
九
分
あ
り
。
須
形
仁
迂
き
も
の
に
し
て
、
一
面
は
石
片
の
自
然
面
を
僅

(一帯明)

か
に
磨
研
し
、
他
面
は
な
ほ
打
裂
面
を
残
存
す
。
唯
忍
部
は
精
巧
仁
磨
研
し
、
稿
々
薄
き
蛤
忍
を
呈
す
。

其
の
こ
は
硬
き
砂
岩
を
以
て
製
し
、
形
式
前
者
さ
相
類
し
、
形
肢
の
小
な
る
の
み
。
(
伺
上
)
第
三
者
は
幅
庚
く
し
て

短
く
、
精
々
鋤
形
を
呈
す
る
も
の
仁
し
て
、
板
肢
に
へ
げ
た
る
自
然
面
を
利
用
し
、
瓦
都
の
み
を
南
面
よ
り
磨
研

し
蛤
忍
を
な
す
。
(
明
U
)
其
の
石
質
は
二
例
共
仁
砂
岩
な
り
。
第
四
者
は
第
一
一
第
二
の
雨
形
式
の
中
閉
じ
位
す
る

も
の
仁
し
て
一
例
を
有
す
。
(
羽
上
)

(
ホ
)
錘
石
及
国
石
錘
形
は
三
衝
を
得
た
り
。
何
れ
も
大
形
仁
し
て
粗
製
不
整
形
の
も
の
仁
属
す
。
石
質
は

二
箇
輝
石
安
山
岩
(
調
城
崎
四
)

一
筒
は
著
し
く
風
化
せ
る
砂
岩
な
り
。
以
上
の
外
関
東
地
方
の
貝
塚
よ
り
も
多



(

へ

)

く

費

見

せ

ら

る

、

固

き

河

原

石

の

南

面

を

磨

り

減

ら

し

た

る

も

の

敷

簡

を

接

見

せ

り

e

(

晴

山

)

手

持

ち

砥

石

(

?

)

何

れ

も

砂

岩

よ

り

成

り

、

略

ぼ

四

角

柱

若

芭
思
は
る
、
も
の
三
箇
あ
り
。
(
咽
一
濃
川
一
)

し
く
は
三
角
柱
を
呈
し
、
長
さ
約
五
寸
あ
り
。
其
の
各
面
に
磨
研
せ
ら
れ
た
る
痕
跡
ゐ
る
を
見
る
。
従
来
古
墳
よ

り

出

土

せ

る

も

の

仁

之

仁

類

似

の

も

の

少

な

か

ら

子

。

r
v石
器

時

代

の

砥

石

さ

稀

せ

ら

る

、

も

の

は

多

〈

は

皿

形

の

卒

石

上

に

磨

研

の

痕

あ

る

も

の

を

稀

す

れ

ざ

も

、

斯

の

如

き

不

動

的

砥

石

の

外

じ

磨

製

石

器

の

製

作
に
動
的
の
手
持
も
砥
石
を
使
用
せ
ら
れ
し
は
、
最
も
可
能
の

ζ

ご
な
り
ざ
す
。
欧
洲
新
石
器
時
代
に
於
い
て

這
般
の
砥
石
あ
る
こ
さ
は
、
皐
者
の
夙
に
知
る
所
な
り
。

三

角

形

石

器

(
ト
)

是

は

三

箇

を

採

集

せ

り

。

司

法

箔

)

長

さ

五

寸

仁

近

く

粗

な

る

打

裂

を

加

へ

て

或

は

隻

脚

を

呈

す

る

も

の

、或

は

三

脚

を

示

す

も

の

あ

り

。

輝

石

安

山

岩

及

び

砂

岩

を

以

て

製

せ

ら

る

。

此

の

者

の

用

途

に

至

り

て

は

詳

な

ら

ぎ

る

も

其

の

凹

底

部

は

石

塊

石

片

を

敵

き

た

る
痕
あ
り
。
試
に
其
の
頂
端
を
握
れ
ば
把
握
じ
都
合
好
き
形
を
成
せ
り
。
或
は
斯
の
如
く
に

し
て

一
種
の
敵
き
石
ざ
し
て
使
用
せ
し
も
の
じ
非
ぎ
る
か
。
(
よ
闘
)

要
之
、
轟
貝
塚
仁
於
い
て
は
這
回
の
費
掘
仁
際
し
て
、
接
見
せ
る
石
器
は
其
の
数
多
か
ら

ざ
る
の
み
な
ら
や
、
勝
製
石
庖
丁
無
く
.
磨
製
石
斧
の
如
き
も
完
好
な
・る
精
品
を
見
守
。
製
作

亦

た

概

し

て

粗

遣

な

り

さ

言

ム

可

し

。

角

田

政

治

君

の

所

撤

じ

本

貝

塚

よ

り

獲

た

り

さ

縛

す

る

横

溝

あ

る

整

形
大
石
斧
あ
る
も
途
仁
斯
る
石
斧
は
之
を
得
る
こ
さ
能
は
ぎ
り
き
ベ
榊
原
)

【註】
(

1

)

猷
州
新
石
器
時
代
に
於
げ
る
手
持
砥
石
は
靖
典
、
了
抹
、
英
吉
利
等

よ
り
尚
で
れ
り
。
凶
S
ロM
r
k
p
z
n
ぽ

E
m
Z
S
H
E
-
o
B
g
g
FV『

C
Z三
回
ユ
宮
町
田
・
(
ド
。
回向
Z
P
】∞
ミ
)
咽

-
ME'
M由
m
-
安
。
Z
K
F開。

cm】向島。一
3
P何
回
号
向
。
r
呂
Z
Z
E
E
-2
b
z
z
p
H
G
H
】)
M

U

・
ロ
寸
-

v-ZE--2・
民
国
切
品。
】
M
g
r
U
H
。
ユ』ロ
0
・
{
吋
旨

F
5
8
)
E
-
r

-tド

m・
旨
S
Z
F
Z
2
e
a
o
r
o
k
F
Z
2
Z
B∞W
C
D
《
問
。
(
∞
可
伊
田

肥
後
国
字
土
郡
轟
村
宮
ぶ
貝
塚
竣
掘
報
告

七



習を

掘

の

澄

物

七

zzzs)43】
・
同
-
宅
-
E
N
-
H
C
臼
・
等
た
見
ょ
。
又
れ
大
正
六

年
五
月
本
教
室
の
河
内
園
府
第
一
回
安
掘
の
際
、
地
表
に
於
い
て

六
角
形
持
磁
石
の
破
片
私
費
見
ぜ
り
。
常
時
之
た
石
器
時
代
の
も

の
に
非
ざ
る
た
思
び
報
告
書
中
之
に
言
及
ぜ
ざ
り
し
も
、
或
は
同

じ
く
石
器
時
伐
の
も
の
な
ら
む
か
。

(

2

)

木
報
告
害
第
二
加
第
五
三
頁
参
照
。

第

二

節

装

宮前

ロ
ロロ

〔
巻
首
圃
版
及
第
四

O
〕

装
飾
品
は
二
筒
を
獲
た
り
。
共
仁
牙
製
の
(
提
げ
も
の
」
仁
属
す
。
一

は
野
猪
の
牙
の
根
に
近
く
、
一
箇
の
孔
を
葉
-

の

雨

面

よ

b
て

穿

る

も

の

仁

し

て

、

長

さ

ニ

寸

三

分

あ

り

@

葉

の

貫

孔

の

朕

態

石

器

を

使

用

せ

る

も

の

な

る

こ

さ
を
明
示
せ
り
。
斯
の
如
き
牙
製
の
装
飾
品
は
欧
洲
に
在
り
て
は
.
奮
石
器
時
代
よ
り
肱
仁
存
せ
る
こ
さ
、
悌
国

マ
デ

v
l
ヌ

に

於

い

て

接

見

せ

ら

れ

た

る

仁

よ

り

て

も

知

る

可

く

、

新

石

器

時

代

じ

入

h
て

も

其

の

例

鮮

か

ら

や

。

本

邦

諸

地

方

の

石

器

時

代

遺

跡

仁

於

い

て

も

亦

た

業

の

遺

品

ゐ

る

こ

さ

人

の

知

る

蕗

な

り

。

故

坪

井

正

五

郎

博

士

が

曲

玉

の

起

原

を

以

て

斯

の

如

き

牙

製

品

仁

義

せ

り

ピ

諭

せ

ら

れ

し

は

、

皐

界

の

悉

く

之

を

許

容

す

る

所

な

る

こ

さ

言

ふ

を

須

ゐ

令

。

他
の

一

は

野

猪

の

牙

の

滋

郎

質

の

部

分

を

磨

研

し

、

業

の

中

央

部

じ

二

簡

の

孔

を

穿

て

る

も

・

一

簡

の

孔

よ

り
葉
の
端
を
快
損
す
。
全
長
二
寸
三
分
。
其
の
折
目
新
し
か
ら
、
ざ
る
を
以
て
、
或
は
此
の

一

孔

を

穿

つ

の

際

仁

政

残

せ

る

じ

非

ぎ

る

か

を

想

像

せ

し

む

。

叉

北

裏

面

じ

少

し

く

窪

め

る

慮

あ

り

。

是

れ

亦

た

孔

を

穿

た

ん

ざ

し

て

中

止

せ

し

も

の

な

る

可

し

。

此

の

遺

品

の

如

何

じ

使

用

せ

ら

れ

し

か

明

か

な

ら

す

ご

雄

も

、

恐

ら

く

は

紐

を

通

じ

て

胸

部

等

仁

懸

垂

せ

し

も

の

な

ら

む

。

貝

輸

は

第

三

競

及

第

五

競

人

骨

の

腕

部

に

骸

装

せ

ら

れ

た

る

も

の

ゐ

り

、

凡

て

五

箇

を

数

ふ

。

之

仁

関

し

て

は

清

野

君

ω
論
文
じ
記
さ
れ
た
る
を
以
て
五
仁
賛
せ
十
ベ
榊
原
〉
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肥
後
園
宇
土
郡
轟
村
宮
悲
貝
塚
品
開
掘
釈
血
口

七
凶

九

出
向
丘
ユ
凶

E
o
g可
宵
戸
宮
ロ
。

は

ま

ぐ

り

十

。Egmw
品。ロ

g
E
B
O
]
]。
宮
戸
宮
口
一
F
]

向。

い
た
ば
が
き

十

。ZH
d
p
(
円
。

1
5
)
的
目
的
皇
、

=
E
E
H嵐
長

か
き
(
芯
が
、
、
き
、
ゑ
ぞ
が
き
)

就
中
蛤
、
牡
瞬
の
類
最
も
多
き
を
占
め
、
且
つ
此
等
は
頗
る
大
形
じ
し
て
、
現
時
殆
ざ
之
を
此
の
地
方
仁
於
い

て
認
む
る
能
は
ぎ
る
も
の
な
り
。

究
に
獣
骨
は
猪
鹿
最
も
多
き
を
占
め
、
其
他
稿
々
大
形
動
物
の
肢
骨
あ
り
。
此
等
の
詳
細
な
る
研
究
は
、
未
花

完
成
す
る
こ
さ
能
は
ざ
る
を
以
て
、
之
を
他
日
に
譲
る
こ
芝
、
せ
り
。
(
榊
原
)

第

四

節

土

器

〔
固
版
第
四
三

l
玉
一
〕

費

見

遺

物

中

最

も

多

量

な

-
h
し

は

土

器

片

に

し

て

無

慮

数

百

に

上

る

。

業

の

内

僅

に

一

二

片

の

班

部

土

器

に
類
す
る
も
の
及
び
、
近
代
の
磁
器
片
を
貝
層
上
部
、
後
世
の
撹
鼠
を
謙
想
す
可
き
慮
よ
り
接
見
せ
る
外
は
全

部
所
謂
貝
塚
式
土
器
さ
も
稀
す
可
き
新
石
器
時
代
の
遺
物
に
し
て
、
津
雲
、
園
府
葉
他
の
如
く
繭
生
式
土
器
を

接

見

す

る

こ

さ

無

か

り

き

。

叉

た

貝

塚

式

土

器

は

貝

唐

を

主

ざ

し

て

其

の

上

な

る

黒

土

層

中

仁

も

散

在

す

る

も
.
後
者
は
後
世
耕
作
の
矯
め
上
置
き
せ
る
土
壌
な
る
の
み
な
ら
や
、
厚
さ
二
三
尺
の
貝
層
も
葉
の
間
何
等
の

屠

位

的

差

異

を

認

め

や

。

土

器

破

片

は

各

地

区

全

く

散

乱

の

朕

態

に

あ

り

て

比

較

的

完

形

の

も

の

さ

へ

費

見

す
る
能
は
ぎ
り
き
。
き
れ
ば
以
下
一
括
し
て
其
の
形
質
紋
様
に
就
き
て
叙
越
せ
ん
ご
欲
す
の

土

器

の

質

性

轟

貝

塚

の

土

器

は

厚

手

の

も

の

少

〈

、

同

時

に

甚

だ

薄

手

の

も

の

を

も

見

守

。

大

林

に

於
い
て
貝
塚
式
土
器
ざ
し
て
中
等
位
よ
り
少
し
く
薄
手
の
傾
向
あ
り
ご
謂
ふ
可
し
。
さ
れ
ざ
厚
手
の
も
の
(
厚





約
五
必
)
は
日
向
相
田
貝
塚
心
土
器
じ
類
し
式
の
紋
様
に
於
い
て
も
相
似
た
る
を
見
る
。
某
の
色
濃
は
鞠
黒
色

を
帯

、ぶ

る

も

の

大

多

数

じ

し

て

、時
に
暗
褐
色
を
有
す
る
も
の
、
又
た
随
慮
に
薄
牡
丹
色
を
費
せ
る
も
の
あ
り
.

さ
れ
ど
茶
褐
色
性
の
も
の
は
殆
ざ
稀
に
し
て
、
黒
色
性
を
有
す
る
を
葉
大
鮮
の
特
質
ざ
す
。
硬
度
は
寧
ろ
硬
〈

し
て
、
従
っ
て
吸
摂
性
少
な
し
。
而
し
て
河
内
国
府
じ
が
、
り
る
縄
紋
式
土
器
に
其
の
色
津
硬
度
及
び
紋
様
を
類

似
せ
る
も
の
、
存
在
せ
る
は
特
に
注
意
す
可
レ
。
(
羽
川
開

J

此

等

土

器

が

粘

土

中

少

か

ら

ざ

る

砂

を

混

じ

た

る
は
、
他
の
貝
塚
土
器
さ
同
一
に
し
て
、
た
ャ
一
二
破
片
中
多
量
の
雲
母
を
混
じ
た
る
も
の
は
頗
る
異
例
に
属

す
。
(
川
上
)

土

器

の

形

式

( 

一一、、_，

破

片

は

大

な

る

も

の

稀

な

る

を

以

て

、全
形
式
を
復
原
す
る
じ
足
る
も
の
無
し
。
さ
れ

ザ
」
深
き
鉢
形
の
も
の
及
び
、
口
長
〈
且
つ
澗
き
市
鉢
類
多
き
を
占
む
る
が
如
し
。
底
部
及
び
口
縁
部
等
よ
り
推

測
す
る
に
、
最
大
な
る
は
口
径
五
寸
最
小
な
る
は
三
寸
内
外
な
る
が
如
し
。
底
部
の
残
片
約
二
十
箇
あ
り
。
其
形

式
種
々
あ
る
も
大
別
す
れ
ば
、
第
十
闘
じ
示
す
が
如
く
底
面
よ
り
直
に
腹
縁
じ
開
け
る
も
の
、
底
面
よ
り
腹
縁

に
至
る
際
一
日
一
縮
約
せ
る
も
の
、
二
ざ
す
可
し
。
又
た
底
面
其
者
は
水
平
な
る
も
の
さ
、
中
凹
な
る
も
の
さ
の

二
稽
あ
り
。
後
者
仁
は
後
世
の
糸
底
を
想
起
せ
し
む
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
底
部
の
遺
品
中
特
仁
注
意
す
可
き
は

席
紋
の
明
に
附
着
せ
ら
れ
た
る
も
の
(
淵

4
3
及
び
底
縁
に
簡
軍
な
る
装
飾
を
加
へ
た
る
も
の
(
周
)
な
り
ざ

す
。
口
縁
部
の
形
式
は
第
十
固
に
示
せ
る
が
如
く
種
々
あ
る
も
、
後
遺
隆
起
細
帯
紋
を
施
せ
る
も
の
は
、
長
頭
の

薄

鉢

の

器

多

き

等

を

注

意

す

可

し

，又
た
口
縁
部
の
突
隆
せ
る
も
の
往
々
に
し
て
是
れ
あ
る
も
、
其
の
甚
し
き

も

の

は

之

を

見

守
F

捉
手
は
之
を
費
見
せ
ぎ
り
し
が
、
阿
高
式
紋
様
の
一
破
片
仁
約
二
寸
を
距
て
、
ニ
箇
の
{
撮
み
」
を
附
せ
る
も

肥
後
図
宇
土
郡
轟
村
宮
荘
貝
塚
脅
掘
報
告

七
五



哲雪

掘

の

遺

物

七
六

の
あ
り
。
(
瑚
d
f
J
装
飾
的
の
も
の
に
過
ぎ
ぎ
る
が
如
き
も
亦
花
賞
用
じ
も
好
適
す
る
を
見
る
。

土

器

の

紋

様

一一) 

は
従
来
諸
遺
跡
接
見
の
も
の
仁
比
し
て
、
頗
る
特
徴
あ
り
。
而
か
も
某
の
或
者
は
質
性

に
於
け
る
さ
同
じ
〈
.
肥
後
阿
高
貝
塚
、
日
向
柏
田
貝
塚
及
び
河
内
因
府
の
そ
れ
さ
相
類
す
る
も
の
あ
る
を
注

意
す
可
し
。
今
ま
業
の
主
な
る
紋
様
を
分
類
す
れ
ば

(
イ
)
隆
起
細
帯
紋
、
(
ロ
)
獲
様
縄
席
紋
、

コ
)
爪
形
及
獲
様

爪

形

紋
隆、
起、ニ

品目、 波
帯、線

紋、直

線

紋

(
ホ
)
各
種
直
線
紋
、

(
へ
)
刷
毛
及
箆
目
紋
、

(
ト
)
太
形
凹
紋
等
ぜ
な
す
可
し
。

イ

は
其
の
数
多
く
轟
土
器
の
一
特
徴
を
な
せ
り
。
而
か
も
此
の
種
紋
放
を
附
し
た
る
土

器
は
表
面
粗
粧
じ
し
て
稿
々
黒
色
を
帯
び
、
比
較
的
薄
手
な
る
を
常
吉
す
。
此
の
紋
様
は
器
の
表
面
じ
後
よ
り

粘
土
橋
を
附
著
し
、
指
頭
を
以
て
之
を
伸
ば
し
た
る
も
の
な
る
を
以
て
.
不
整
形
の
も
の
多
く
.
一
見
「
ミ
、
ズ
膨

れ
」
に
似
た
る
腕
を
呈
す
。
此
の
紋
は
或
は
直
線
的
な
る
あ
り
、
或
は
曲
線
的
に
し
て
、
中
に
は
渦
線
を
な
す
も
の

あ
り
。
其
の
上
に
刻
目
を
施
し
縄
の
如
き
意
義
を
有
せ
し
む
る
亦
た
少
な
か
ら
や
。
(
岨
誠
一
)

品
位
根
拠
席
紋
は
多
く
前
者
さ
共
に
臨
応
用
せ
ら
れ
、
業
の
閑
地
を
充
填
せ
り
。
竹
木
等
の
尖
端
を
以
て

(
ロ
)

刺
入
し
、
細
席
或
は
筒
目
模
様
に
類
す
る
も
の
を
現
は
せ
り
。
而
か
も
本
遺
跡
に
於
い
て
純
正
縄
席
紋
あ
る
も

の
絶
ね
て
見
営
ら
ざ
る
は
寧
ろ
意
外
さ
言
ふ
可
き
な
り
。
(
哨
胤
開
制
)

爪

形

及

獲

様

爪

形

紋

是

は

爪

形

若

し

く

は

其

の

餐

様

た

る

弧

形

、

或

は

直

線

に

近

き

も

の

を

並

列

( 

~・、

) 

し
或
は
直
線
じ
或
は
波
肢
を
な
す
も
の
な
り
。
恐
く
は
竹
管
等
を
竿
載
し
て
之
を
附
せ
る
も
の
な
る
可
く
、
其

の

意

義

は

土

器

を

絡

縛

せ

る

紐

縄

を

示

す

に

起

原

せ

る

は

言

ふ

を

侠

た

や

。

厚

手

の

も

の

に

も

存

す

れ

て

堅

轍
な
る
薄
手
の
も
の
じ
施
さ
れ
た
る
も
の
多
し
。
葉
の
紋
撲
さ
質
性
ぜ
仁
於
い
て
、
著
し
〈
河
内
園
府
遺
跡
の

石
器
時
代
土
器
じ
相
似
た
る
を
見
る
。

(
同
一
ヰ
均
一
)



波

線

直

線

紋

は
並
行
直
線
の
下
に
、
若
干
の
距
離
を
有
し
並
行
波
線
を
作
る
も
の
に
し
て
.多

く

其

の
地
紋
ざ
し
て
箆
白
羽
毛
目
を
附
し
た
り
。
是
は
主
ざ
し
て
器
腹
じ
施
さ
れ
、
褐
色
の
厚
手
土
器
に
限
ら
る
、

が
如
〈
或
貼
仁
於
い
て
貝
塚
式
土
器
よ
ら
は
寧
乃
捕
生
式
土
器
に
近
似
せ
る
を
魔
ゆ
。
(
浦
市
開
制
)

各

種

直

線

紋

(
ホ
)

之
に
整
形
及
不
整
形
の
も
の
あ
り
」
削
者
に
は
竪
縞
或
は
横
縞
に
類
す
る
並
行
線
紋

あ
り
。
山
形
鋸
歯
形
等
ゐ
り
。
不
整
形
の
も
の
は
殆
ざ
箆
目
刷
毛
目
の
地
紋
仁
近
き
も
の
を
見
る
。
此
の
類
は
厚

手
に
し
て
日
向
柏
田
貝
塚
接
見
の
土
器
じ
酷
似
せ
り
。
(
珊
域
第
)

刷

毛

及

箆

目

紋

( ，、

亦
た
比
較
的
整
形
な
る
も
の
芝
、
不
整
形
に
し
て
或
は
分
明
を
快
き
素
紋
さ
す
可

き
も
の
あ
り
。
而
し
て
竪
仁
箆
目
紋
を
施
し
、
業
の
上
に
横
じ
並
行
直
線
紋
を
描
き
、
一
見
格
子
紋
の
観
を
呈
す

る
も
の
少
な
か
ら
で
(
咽
一
誠
一
)

太

形

凹

紋

は

轟

貝

塚

の

東

方

約

二

里

な

る

阿

高

貝

塚

の

土

器

さ

酷

似

す

る

も

の

な

る

を

以

τ、阿

高

式

紋

様

さ

h
稀
す
可
し
。
其
の
特
徴
は
指
頭
或
は
葉
他
を
以
て
太
き
凹
線
を
描
き
、
直
線
曲
線
の
各
種
紋
様

(
ト
)

を
作
る
。
宜
(
の
紋
様
は
関
東
式
貝
塚
の
も
の
ぎ
類
す
る
を
見
る
。
其
の
土
器
は
堅
〈
し
て
厚
〈
褐
色
を
帯
よ
る

を
常
さ
す
。
(
瑚
噌
串
)

以
上
は
土
器
紋
様
中
主
要
な
る
も
の
を
分
類
記
越
せ
る
も
の
な
れ
ざ
、
此
の
以
外
に
特
殊
の
も
の
無
き
に

非

や

そ

れ

等

は

闘

版

中

に

之

を

示

し

た

れ

ば

A
1
ま
一

々
之
を
記
さ
守
。
別
仁
前
記
諸
土
器
の
存
在
分
量
等
を

便

宜

表

じ

示

せ
η
ノ。

模
様
は
器
の
表
面
仁
附
せ
ら
る
、
も
、
口
聞
の
大
な
る
器
等
に
於
い
て
は
、
口
縁
の
内
部
に
も
簡
軍
な
る
模

撲
を
施
す
こ
さ
貝
塚
式
土
器
じ
屡
々
見
る
所
に
し
て
、
本
遺
跡
の
土
器
に
も
往
々
之
を
認
む
可
く
、
其
の
紋
様

肥
後
圃
宇
土
郡
轟
村
宮
廷
貝
塚
安
犯
報
告

七
七
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大刷各波爪凌隆

毛種線 形校起
形及

及直直 撃豊縄車問

凶箆 検
目総務!形爪席 幣

紋紋紋紋紋紋紋

最厚巾中 巾 巾務 中 務

厚

厚三子等 等 等 等手 等手

手易黒 ~ ~輪予品鮪 色

色褐褐褐

等色色色黒色黒 海

硬最硬硬柔百~最硬破 硬

破 軍量 皮

溺弱弱強弱最溺最 吸

漁

弱 耳耳 性

? ? ? ? 底

? 線

中中多多多徴最 分

多

量 量 盆 量盆量 f立 量

肥後
類内調河多
似に生内 主

阿高 .の肉日式 府閥 ? . 
も土 ) 

塚貝
の柏器土さ
あ国煩器共

土 り貝塚 似類に

百器似告
似施

土 さ f也
器 る

(
備
考
〉

他
の
紋
様
さ
北
ハ
に
施
主
る
、
も
の
は
、
其
の
主
要
な
る
も
の
に
滋
し

J
筋
立

L
て
現
は
さ
る
、
も
の
、
最
た
示
す

の
種
類
は
並
行
直
線
紋
、
連
貼
紋
の
類
な
り
。
(
哨
問
問
四
)
叉
花
器
縁
の
上
端
に
も
模
様
を
刻
す
る
も
の
あ
り
。
是

は

線

透

を

堅

固

じ

す

る
の
官

際

的

必

要

を

も

加

は

れ

る
も

の
さ
見
る

可

き

か
。
櫛
形
、
蓮
鮎
等
多
く
、
稀
に
は
厚

き
口
縁
じ
鋸
歯
紋
の
如
き
を
施
せ
り
。
(
咽
崎
山
川
削
)

n
E
-
E

、

要
之
.
轟
貝
塚
の
土
器
は
隆
起
細
帯
紋
、
爪
形
及
盤
様
爪
形
紋
等
を
存
す
る
も
の
に
於
い
て
最
も
古
拙
な
る

性
質
を
費
揮
し
、
直
線
波
線
紋
を
有
す
る
も
の
仁
於
い
て
柳
か
新
し
き
性
質
を
示
し
、
寧
ろ
蒲
生
式
土
器
じ
近

き
も
の
あ
る
を
見
る
。
而
か
も
此
の
雨
者
に
於
い
て
何
等
出
土
の
層
位
的
匝
別
あ
る
を
見
守
。
叉
た
全
鉢
さ
し

て
之
を
見
る
に
主
(
の
製
作
紋
様
の
古
拙
原
始
的
な
る
も
の
被
ふ
可
か
ら
示
。
或
は
之
を
以
て
他
の
諸
遺
跡
の

石

器

時

代

の

土

器

仁

比

し

て

時

代

の

新

古

を

考

へ

子

、

車

に

地

方

的

文

化

の

劣

等

な

る

の

故

仁

蹄

せ

し

む

可



き
か
、
持
た
交
花
時
代
の
新
古
を
以
て
之
を
律
し
、
稿
々
古
代
の
も
の
さ
見
倣
す
可
き
か
。
是
れ
白
か
ら
議
論
の

岐
る
、
所
な
る
可
し
。
然
れ
ざ
も
一
方
仁
於
い
て
本
遺
跡
に
就
い
て
は
葬
法
に

一

定

の

方

向

無

〈

園

府

津

雲

等

じ

於

け

る

が

如

き

耳

飾

の

費

見

無

き

等

よ

り

見

て

之

を

時

代

の

古

さ

に

よ

れ

る

差

異

じ

鯖

す

る

を

以

て

穏
営
さ
な
す
可
き
が
如
し
。
而
か
も
ま
(
の
土
器
が

一

方

に

於

い

て

隣

接

貝

塚

な

る

阿

高

の

そ

れ

E
相
類
し
、
他

方
仁
於
い
て
河
内
国
府
、
日
向
柏
田
等
の
も
の
じ
相
似
た
る
も
の
あ
り
。
関
東
貝
塚
式
の
土
器
さ
頗
る
相
殊
な

る

が

如

き

も

の

あ

る

じ

注

意

す

可

く

‘

又

た

紋

様

製

作

土

じ

於

い

て

捕

生

式

土

器

さ

相

接

近

せ

る

も

の

あ

る

は
、
貝
塚
式
土
器
さ
靖
生
式
土
器
さ
の
製
作
者
の
同
一
を
想
像
せ
し
む
る
も
の
無
き
仁
非
中
。
た
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此

の

問

題

は

轟

稜

掘

の

人

骨

の

詳

細

な
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査

成
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も

て
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究

せ

ら

る

可

き

も

の

な

る

を

以

て
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前
来
じ
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保
す
る
こ
さ
、
せ
り
。
(
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柳
原
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演
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)
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1

)

・
米
報
告
第
二
冊
第
三
章
参
照
。

(
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日
向
園
宮
崎
郡
瓜
生
野
村
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学
柏
岡
貝
塚
土
器
は
、
大
正
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年
一

月
時間
田
耕
作
、
梅
原
米
治
安
掘
調
査
に
悼
撮
る
。
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肥
後
回
下
金
城
郡
墜
岡
村
阿
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、
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正
五
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三
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熊
木
際
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撮
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熊
木
田
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民
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訓
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告
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岡
山

3
M
V
E

(
句
『
0
4
山口

S
品
。
旬
。
置
き
)
の
墓
地
に
其
の
例
あ
り
。
。
・
出
向
。
口
許
可
町
長

岡、相
V
E
t
-
u
g
U回
司
己
自
由
民
話
。
ロ
ロ
m
w
z
p
(
言
。
口
r
r
o-E咽

5
5
)

J
『

Z
F
司
・
白
申
∞
・
R
O
B曲
】
宮
ぢ

B
Z白
】

2
1
E
隣
国
ロ
窓
口
口

g-

口。
]-oa
品
。
出
向
。
]
傍
吋
白
ロ
r
】u
O
可由。回目
M
V

月四一。昌門戸。因。回目
M

臥喝。】凹
@
@
m
m
酔片岡
L
v
m

4P乱
含
・

E
E
m
g
E唱
含
ロ
ω
】
富
件
。
目

F
g
品。

m
2
4
2
r
g
&
2
1

2
Z
E
島

E
Z・
。

隣
E
m-
阿国

9
4
2
S
F小
宮
。
ロ
阿
南
・
。
-w

晶
君
ぽ
ロ
酔

Z
唱
]
口
由
。
。
E
5
2
5
6
H
L
g
白
白
吋
同
冨
公
色
。
ロ
Y

拘
血
ロ
弘
司
色
。
目
。
ロ
f

M
M
-
R
2
2吋】
@noph
含
。
宗
・
】

g
v
g
r
g
M
U
Z
h
g・3

肥
後
鴎
字
土
郡
轟
村
宮
荘
貝
塚
後
掘
報
管

七
九


	ktkk005_0065 16
	ktkk005_0065 15
	ktkk005_0065 14
	ktkk005_0065 13
	ktkk005_0065 12
	ktkk005_0065 11
	ktkk005_0065 10
	ktkk005_0065 9
	ktkk005_0065 8
	ktkk005_0065 7
	ktkk005_0065 6
	ktkk005_0065 5
	ktkk005_0065 4
	ktkk005_0065 3
	ktkk005_0065 2
	ktkk005_0065 1

